
いっしょに食べよう、育もう　子どもの食習慣　＜子どもの健全育成＞

①朝食を毎日食べている子どもの割合

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

1歳6か月児 97.3% 96.7% 97.6% 96.6% 96.8% 97.0%

3歳6か月児 94.3% 93.6% 95.6% 93.5% 93.5% 92.7%

小学生 99.2% 99.1% 99.0% 98.9% 98.5% 97.5%

中学生 98.0% 98.2% 97.9% 97.4% 96.0% 96.4%

出典：とやまゲンキッズ作戦アンケート調査結果（学校教育課)

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

小学生 50.9% 48.7% 50.1% 45.3% 48.4% 54.0%

中学生 58.2% 58.1% 56.7% 56.1% 55.1% 52.6%

出典：とやまゲンキッズ作戦アンケート調査結果（学校教育課)

②朝食で赤・黄・緑の食材を食べている児童生徒の割合
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資料２-２

朝食を毎日食べる子どもの割合はすべての年齢で現状維持と言えるものの、基準年度と

比較するとわずかに減っている。

朝食をバランス良く食べている児童生徒の割合は約半数で、基準年度から比較すると小

学生は増加しているが、中学生で悪化している。
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③偏食せずに栄養バランスを考えて食べている児童生徒の割合

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

小学生 91.1% 89.6% 90.1% 88.5% 88.8% 91.3%

中学生 97.0% 96.8% 96.5% 96.7% 94.2% 93.3%

出典：とやまゲンキッズ作戦アンケート調査結果（学校教育課)

④1日に1回は家族の人と一緒に食事をとっている児童生徒の割合

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

小学生 99.4% 99.4% 99.3% 99.2% 98.5% 98.5%

中学生 97.9% 98.3% 98.4% 98.5% 98.5% 98.1%

出典：とやまゲンキッズ作戦アンケート調査結果（学校教育課)

⑤子ども食堂開設数（単位：件）

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

子ども食堂 1 1 2 2 2 4

出典：こども福祉課
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偏食せずに栄養バランスを考えて食べている小学生は基準年度からわずかに増加してい

るが、中学生は減少傾向である。

１日に１度は家族と一緒に食事をとる小学生は減少傾向にあり、中学生は基準年度に比

べわずかに増加している。

子ども食堂は基準年度から３件増加した。
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みずから知ろう、実践しよう　食で健康生活　＜健康に過ごす人生＞

⑥子育て世代の朝食を毎日食べる人の割合

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

父親 69.1% 68.5% 67.4% 70.3% 68.5% 63.2%

母親 83.2% 83.9% 82.1% 82.8% 84.0% 78.5%

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

小学生 11.2% 中止 中止 中止 23.0% 22.4%

出典：すこやか検診実施結果（学校教育課)

⑧40歳から74歳までのメタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

該当者及び予備群 32.7% 33.9% 34.3% 35.2% 36.3% 35.6%

出典：国保データベースシステム

⑨低栄養傾向（BMI20以下）高齢者の割合の増加の抑制

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

低栄養傾向 17.6% 18.1% 18.5% 18.9% 19.5% 19.9%

出典：KDBシステム

⑦小児生活習慣病予防検診で「要医療」「経過観察」該当者のうち「すこやか教

室」に参加した児童の割合
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子育て世代の朝食を毎日食べる人の割合は父親母親ともに、令和６年度に減少した。

コロナの影響で令和２～４年度は中止していたが、再開後の参加者は基準年度の２倍となった。

メタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合は増加傾向である。

低栄養傾向高齢者の割合は増加傾向だが、22％以下に抑制されている。
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ずっと伝えよう、育てていこう　射水の恵み　＜地産地消を通じた地域の活性化＞

⑩学校給食において射水市産食材を使用する割合（金額ベース）

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

保育園 4.0% 5.3% 5.9% 5.2% 5.4% 5.8%

小中学校 15.4% 13.3% 14.6% 14.5% 14.6% 14.9%

⑪直売所及びインショップにおける販売額（単位：千円）

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

販売額 206,819 223,929 242,670 226,040 289,553 244,942

出典：農林水産課データ

⑫とやま食の匠認定者数（単位：人）

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

食の匠 21 17 17 17 18 18

出典：農林水産課データ

⑬射水ブランド商品開発等支援件数（単位：件）

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

件数 4 5 6 0 0 0

出典：観光まちづくり課データ

⑭いみず環境チャレンジ10事業の実施数（単位：校）

R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年

実施校 15 7 15 15 15 15

出典：環境課データ
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基準年度に比べ、保育園では増加、小中学校ではわずかに減少している。

直売所及びインショップにおける販売額は基準年度より増加している。

いみずブランド商品開発等支援回数は、令和3年度から実施されていない。
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